
光ファイバの構造と特徴�
Structure and characteristics of optical fiber

光ファイバは、1ｋｍあたり5％の損失で光を伝ぱんすることが可能であり、数十�
GHzの広帯域信号伝送に利用できる。光が伝ぱんするコアと、それを取り巻く�
クラッドで構成されており、コア径は数μｍ～数十μｍ、クラッド外径は125μｍ�
である。コアもクラッドも石英系ガラスであり、 誘電性がないため、 電磁誘導を�
受けない。�

Classification of optical fibers by refractive index and propagation modes
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Basic structure of optical fiber
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